○○　○○　様

謹啓　桜花の候、ご機嫌うるわしくお過ごしのことと存じます。

　この度は、お心のこもった著書をご恵送賜りまして、誠にありがとうございました。
　早速、拝読させていただきましたが、（感想などを記載〔例〕先生が長年研究されてこられた医科と歯科の二元論的な問題、医科と歯科の整合の必要性、もしくは生物学的・人間科学的な視野から考えた歯科臨床医学等、改めて歯科臨床の基礎を見直してみる機会を得ることが出来、深く感謝しております。今後、臨床の場において、または会務の運営において、大いに参考にさせていただきたいと存じます。）　

　末尾になりましたが、先生のますますのご発展とご健康をお祈り申し上げ、お礼のご挨拶とさせていただきます。
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